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毎年恒例の与路島舟漕ぎ大会！ 

人 口 の う ご き 

平成２５年 ５月１日 

総人口    ９，７０７（＋ １５） 

  男       ４，６７１（＋   ４） 

女       ５，０３６（＋ １１） 

世帯数    ５，３９９（＋ ４８） 

カッコ内は前月との比較     
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○ 議会だより……………………Ｐ３ 

○ お知らせ… ………………･Ｐ１１ 
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新
年
度
を
迎
え
、
古
高
は
、
始
業

式
・
新
任
式
・
入
学
式
・
対
面
式
等

の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
に
続

き
、
課
題
考
査
・
内
科
検
診
・
家
庭

訪
問
・
三
者
面
談
・
中
間
考
査
・
Ｐ

Ｔ
Ａ
総
会
等
を
行
い
ま
し
た
。
家
庭

訪
問
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
で
は
，
保
護
者

の
皆
様
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
三
十
五
人
の
新
入
生
も
オ
リ

エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
や
上
級
生
の
サ
ポ

ー
ト
の
お
か
げ
で
、
明
る
く
元
気
に

授
業
や
部
活
動
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

六
月
は
、
県
高
校
総
体
や
体
育
祭
が

あ
り
ま
す
。
躍
動
す
る
生
徒
た
ち
を

ぜ
ひ
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

古 高 元 年 ！ 
【古仁屋高校のコーナー⑧】 5 月 2 日（木）に大島北高校とのスポーツ交歓会(古北戦)

を，5 月 22 日（水）に中学生体験入学及び中 3 保護者対象学校説明会を行いました。 

6 月 22 日(土)は本校体育祭です。多くの方々の御来校をお待ちしています。

﹇
ご
あ
い
さ
つ
］

広
報
担
当
の
後
藤(

Ｆ
Ｍ
せ
と
う
ち
に
出
演
中)

と

寺
田(

九
大
院
卒
）
で
す
。

取
材
や
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
出
か
け
て
い
き
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

「
平
成
二
十
五
年
三
月
卒
業
生
進
路
先
」
の
看
板
が
，

古
高
会
に
よ
り
，
本
校
正
門
左
側
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

「入学式」 
新入生代表宣誓 
勝田龍星君 

［新任式］ 
歓迎のあいさつ 
島田千春さん 

［対面式］
新入生代表あいさつ 

川畑幸来君 

[対面式] 
在校生代表歓迎の言葉 

緑武士君 

[古北戦] 
北高生と古高生に 
よる選手宣誓 

[古北戦] 
学年対抗綱引き 

毎月発行の「古高だ
より」の街角インタビ
ューのコーナーでは町
民の皆様に古高につい
てお聞きします。ご協
力をお願いします。 

「古高ブログ」は行事
ごとに更新中です。ぜ
ひご覧ください。 
http://koniya.edu.pr
ef.kagoshima.jp/ 

７月７日（日） 奄美シーカヤックマラソン大会 広報せとうち（２）
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～大島本島南部町村議会議員大会が本町にて行われました～ 

議
事
進
行
を
行
な
う
大
会
会
長
の

安
議
長
（
写
真
右
中
央
）

本
町
提
出
議
題
の
提
案
理
由
説
明

を
行
な
う
林
議
員
（
写
真
左
）

第３１回大島本島南部議会議員大会（宇検村、大和村、瀬戸内町３町村で構成）が、４月２３日（火）

瀬戸内町中央公民館で開催されました。 

本町からは、「主要地方道名瀬～瀬戸内線及び一般県道曽津高崎線、一般県道篠川～下福線の改良促進

について」（林 健二議員が提案理由説明）を提出し、採択されました。 



７月７日（日）  奄美シーカヤックマラソン大会       広報せとうち(４)  

町
長
・
副
町
長
・
教
育
長
の

給
与
を
平
成
２５
年
４
月
か
ら
１

年
間
、
５
％
減
額
す
る
も
の
で

す
。町

内
に
生
息
す
る
鳥
獣
に
よ

る
農
林
水
産
業
被
害
を
防
止
す

る
た
め
、
法
律
に
基
づ
き
実
施

隊
を
設
置
す
る
も
の
で
、
実
施

隊
員
の
定
数
は
２０
人
以
内
と
し
、

主
な
職
務
内
容
は
、
鳥
獣
の
生

息
状
況
、
被
害
発
生
時
期
の
調

査
や
捕
獲
駆
除
、
被
害
防
止
技

術
等
の
向
上
及
び
普
及
指
導
を

行
な
う
も
の
で
す
。

暴
力
団
事
務
所
の
開
設
の
防

止
、
暴
力
排
除
活
動
を
実
施
す

る
も
の
等
に
対
す
る
支
援
等
並

び
に
町
民
の
安
全
か
つ
平
穏
な

生
活
の
確
保
を
図
る
た
め
に
必

要
な
事
項
に
つ
い
て
定
め
る
も

の
で
す
。

復
旧
延
長
Ｌ
＝
２０
ｍ
を
行
な

う
も
の
で
、
㈱
泰
江
組
と
１
億

１
１
３
０
万
円
で
契
約
し
ま
し

た
。復

旧
延
長
Ｌ
＝
１４
ｍ
を
行
な

う
も
の
で
、
奄
美
興
発
㈱
と

１
億
９
０
９
９
万
５
千
円
で
契

約
し
ま
し
た
。

復
旧
延
長
Ｌ
＝
９０
ｍ
を
行
な

う
も
の
で
、
丸
福
建
設
㈱
と
７

５
０
７
万
５
千
円
で
契
約
し
ま

し
た
。

復
旧
延
長
Ｌ
＝
６０
ｍ
を
行
な

う
も
の
で
、
㈱
藤
田
建
設
と

５
８
５
９
万
円
で
契
約
し
ま
し

た
。復

旧
延
長
Ｌ
＝
３１
ｍ
を
行
な

２４

災
道
路
災
害
復
旧

工
事
町
道
薩
川
実
久
線

（
１
工
区
）
契
約

第１回定例会は、３月６～２６日までの２１日間の日程で開かれ、当初予算議案11件、

補正予算議案１３件、条例議案１８件、工事請負議案８件、諮問１件、その他４件、議員発

議１件の計５６件の議案を審議し、可決しました。 

平成 2５年度各会計予算議案11件については、議長を除く9名で構成する予算審査特別

委員会（委員長 岡田弘通、副委員長 林 健二）を設置して審査を行い、最終日に委員長か

ら審査報告がなされ、原案のとおり可決し意見書を町当局へ提出しました。 

（意見書は、次頁に掲載。各会計当初予算額については町広報誌 5 月号に掲載のため、

割愛しました。） 

また、議長を除く 9 名で構成する「持続可能なまちづくり調査特別委員会」（委員長 岡

田弘通、副委員長 向野 忍）と「世界自然遺産登録に向けての調査特別委員会」（委員長 岡

田弘通、副委員長 林 健二）の両特別委員会を設置し、調査することに決定しました。 

主な議案の要旨は次のとおりです。 

暴
力
団
排
除
条
例
の
制

定

町
長
等
の
給
与
等
に
関

す
る
条
例
の
改
正

人
権
擁
護
委
員
に

榮

小
知
子
氏

鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊

の
設
置
に
関
す
る
条
例

の
制
定

２４

災
道
路
災
害
復
旧

工
事
町
道
薩
川
実
久
線

（
２
工
区
）
契
約

２４

災
道
路
災
害
復
旧

工
事
町
道
嘉
入
阿
多
地

線
契
約

２４

災
道
路
災
害
復
旧

工
事
町
道
嘉
入
阿
多
地

線
契
約

２４

災
道
路
災
害
復
旧

工
事
町
道
西
阿
室
瀬
相

線
契
約



広報せとうち(５)      ７月７日（日）  奄美シーカヤックマラソン大会 

う
も
の
で
、
㈱
勇
建
設
と

９
５
８
１
万
２
５
０
０
円
で
契

約
し
ま
し
た
。

復
旧
延
長
Ｌ
＝
３
０
８
ｍ
を

行
な
う
も
の
で
、
奄
美
興
発
㈱

と
８
０
８
５
万
円
で
契
約
し
ま

し
た
。

主
な
工
事
は
、
防
波
堤
（
基

礎
工
）
Ｌ
＝
５８
．
５
ｍ
、
床
掘

工
Ｖ
＝
１
万
４
４
５
４

を
行

な
う
も
の
で
㈱
町
田
建
設
と

９
４
８
１
万
６
０
５
０
円
で
契

約
し
ま
し
た
。

～
予
算
審
査
特
別
委
員
会
で
の

審
査
風
景
（
委
員
会
室
に
て
）
～

１．自衛隊の拡充及び誘致については、専門家による調査研究・助言等をもとに積極的に取

り組まれたい。

２．共生・協働によるまちづくりを推進するため、「地区コミュニティ職員」の配置見直し、

活動経費確保等を検討されたい。

３．古仁屋市街地における、光ファイバー網の整備について鋭意努力されたい。

４．国立公園指定・世界自然遺産登録に向けての横断的な組織「推進室（仮称）」等を設置し

て積極的に取り組まれたい。

５．障害者の自立支援を図るため、管鈍校の有効活用について関係課が連携し、事業者への

指導と集落民への理解が得られるよう鋭意努力されたい。

６．介護保険事業の円滑なる運営を図るため、介護予防事業に尚一層鋭意努力されたい。

７．地域包括ケアシステムの構築に向け、請島、与路島、西方地区等における介護サービス

の格差是正に積極的に取り組まれたい。

８．足腰の強い一次産業、特に水産業の振興に鋭意努力されたい。

９．六次産業の推進を図るため、農林水産物の特産品開発と販路拡大に鋭意努力されたい。

10．実久戦跡をはじめ、未利用観光資源の発掘と整備活用について鋭意努力されたい。
11．加計呂麻島展示・体験交流館整備事業については、管理運営、体験メニュー、展示品等
について、建設検討委員会や関係機関と充分に協議し、町民に対する説明責任を果たされ

たい。

12．消防団員の増と自主防災組織の強化に努め、安心安全のまちづくりを推進されたい。
13．古仁屋高校の振興対策について、地元中学生が魅力を感じる学校づくりに努めるととも
に、ふるさと留学制度が有効に活用されるよう、ＰＲ活動に鋭意努力されたい。

２３

災
林
道
災
害
復
旧

阿
木
名
清
水
線
（
３
号

箇
所
）
契
約

加
計
呂
麻
港
（
瀬
武
地

区
）
改
修
工
事
（
２
工

区
）
契
約



７月７日（日）  奄美シーカヤックマラソン大会       広報せとうち(６)

第１回（３月）定例会では、６名の議員が町政全般に亘り、質問・提言を行ない議論を

交わしました。一部を要約して、紹介いたします。

 なお、一般質問の詳細については町立図書館にて「会議録」をご覧ください。

議
員

災
害
に
強
い
ま
ち
づ

く
り
に
つ
い
て

１
．
渡
船
施
設
整
備
事
業
（
須

子
茂
地
区
）
の
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
に
つ
い
て

２
．
町
道
須
子
茂
～
木
慈
線
の

復
活
は
考
え
ら
れ
な
い
か
お
尋

ね
し
ま
す
。

町
長

１
．
須
子
茂
の
渡
船
施

設
整
備
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

当
初
予
算
に
計
上
し
平
成
２６
年

度
完
工
・
共
用
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

２
．
現
在
整
備
中
の
町
道
・

林
道
の
改
良
・
舗
装
を
行
い
な

が
ら
、
町
道
須
子
茂
～
木
慈
線

に
つ
き
ま
し
て
は
将
来
的
に
検

討
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

議
員

観
光
振
興
に
つ
い
て

大
型
客
船
の
出
迎
え
に
漁
協

の
協
力
を
頂
い
て
、
大
漁
旗
を
掲

げ
た
漁
船
団
で
出
迎
え
る
事
が

で
き
な
い
か
、
町
長
の
お
考
え
を

お
聞
か
せ
下
さ
い
。

町
長

本
町
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
に
繋
が
る
と
考
え
ら
れ
ま
す

の
で
、
漁
協
と
そ
の
都
度
協
議

し
、
協
力
要
請
を
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

議
員

海
上
交
通
の
利
便
性

向
上
に
つ
い
て

フ
ェ
リ
ー
か
け
ろ
ま
の
国
庫

補
助
化
の
見
込
み
と
、
シ
ル
バ
ー

ル
ー
ム
の
拡
張
に
つ
い
て
新
造

船
計
画
と
併
せ
て
お
尋
ね
し
ま

す
。

町
長

国
・
県
の
指
導
を
仰
ぎ

な
が
ら
、
航
路
改
善
協
議
会
で

協
議
を
重
ね
、
航
路
改
善
計
画

を
策
定
し
、
国
庫
補
助
化
の
実

現
に
向
け
鋭
意
努
力
し
て
参
り

ま
す
。

シ
ル
バ
ー
ル
ー
ム
の
拡
張
は
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
徹
底
等
十
分

考
慮
し
、
利
便
性
・
安
全
性
の

向
上
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

議
員

郵
便
局
と
提
携
し
た

行
政
証
明
書
発
行
シ
ス
テ

ム
の
導
入
に
つ
い
て

加
計
呂
麻
島
・
請
島
・
与
路

島
の
島
民
の
利
便
性
の
向
上
を

目
的
と
し
た
、
郵
便
局
と
提
携
し

た
行
政
発
行
シ
ス
テ
ム
の
導
入

が
で
き
な
い
か
、
町
長
の
見
解
を

求
め
ま
す
。

町
長

郵
便
局
と
連
携
し
、
情

報
通
信
技
術
を
活
用
し
た
証
明

書
発
行
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、

実
施
市
町
村
な
ど
も
参
考
に
検

討
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

議
員

議
会
の
ネ
ッ
ト
中
継

に
つ
い
て

シ
ス
テ
ム
の
概
要
と
、
今
後

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
お

尋
ね
し
ま
す
。

町
長

ユ
ー
ス
ト
リ
ー
ム
を
活

用
し
た
シ
ス
テ
ム
を
考
え
て
お

り
、
開
か
れ
た
議
会
を
構
築
す

る
た
め
積
極
的
に
進
め
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

議
員

教
育
・
文
化
、
人
材

育
成
に
つ
い
て

復
帰
６０
周
年
に
際
し
、
本
町

出
身
の
昇
曙
夢
先
生
や
、
瀬
田
良

市
先
生
、
静
忠
義
先
生
の
活
躍
に

ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た
事
業
が
出

来
な
い
か
、
教
育
長
の
お
考
え
を

お
聞
か
せ
下
さ
い
。

教
育
長

平
成
２５
年
度
の
主
催

事
業
等
へ
、
冠
を
掲
げ
る
事
は

可
能
だ
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、

要
請
が
あ
れ
ば
本
町
出
身
の
先

人
の
資
料
等
の
提
供
を
含
め
対

応
し
て
参
り
ま
す
。

林 健二議員



広報せとうち(７)      ７月７日（日）  奄美シーカヤックマラソン大会

議
員

休
廃
校
の
活
用
に

つ
い
て

近
年
、
学
校
が
休
校
し
た
り
廃

校
に
な
る
こ
と
が
増
え
て
い
ま

す
が
、
利
用
許
認
可
に
つ
い
て
、

利
用
条
件
、
こ
れ
か
ら
の
活
用
方

針
は
ど
う
な
の
か
。
又
、
同
様
に

教
員
住
宅
等
の
活
用
に
つ
い
て

は
ど
う
な
の
か
伺
い
ま
す
。

教
育
長

国
庫
補
助
を
受
け
て

整
備
し
た
学
校
施
設
等
に
つ
い

て
は
、
補
助
金
等
の
交
付
目
的

以
外
に
使
用
す
る
場
合
は
財
産

処
分
と
い
う
手
続
き
が
必
要
で
、

文
部
科
学
大
臣
の
承
認
が
必
要

と
な
り
ま
す
。

今
後
に
お
い
て
も
、
企
画
課

と
連
携
し
て
積
極
的
に
利
活
用

を
促
進
し
て
参
り
た
い
と
思
い

ま
す
。
な
お
、
休
校
中
の
管
鈍

小
中
学
校
、
押
角
小
中
学
校
及

び
須
子
茂
小
学
校
に
つ
き
ま
し

て
は
、
無
償
に
よ
る
単
年
度
の

施
設
使
用
認
可
で
あ
り
ま
す
。

教
員
住
宅
に
つ
き
ま
し
て
は
、

現
在
、
教
職
員
以
外
へ
の
貸
付

は
７
世
帯
で
あ
り
ま
す
が
、
今

後
も
教
職
員
入
居
に
遺
漏
の
な

い
範
囲
で
、
空
き
教
員
住
宅
へ

の
入
居
を
推
進
し
て
参
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

議
員

町
営
住
宅
の
利
用
状

況
に
つ
い
て

現
在
の
空
家
状
況
、
賃
料
設

定
、
滞
納
状
況
、
滞
納
整
理
状
況
、

利
用
申
し
込
み
状
況
と
こ
れ
か

ら
の
建
設
方
向
、
町
の
方
針
を
伺

い
ま
す
。

町
長

現
在
の
空
家
状
況
は
、

住
宅
戸
数
６
６
０
戸
に
対
し
、

６
１
４
戸
が
入
居
し
、
残
り
４６

戸
中
５
戸
が
入
居
可
能
で
４１
戸

は
入
居
不
能
で
あ
り
ま
す
。

住
宅
使
用
料
の
設
定
は
、
入

居
者
の
所
得
及
び
公
営
住
宅
の

立
地
条
件
・
規
模
・
建
設
時
か

ら
の
経
過
年
数
等
に
よ
っ
て
、

公
営
住
宅
法
及
び
同
施
行
規
則

の
定
め
に
よ
り
算
出
し
決
定
し

ま
す
。

建
設
方
向
・
町
の
方
針
に
つ

い
て
は
、
町
公
営
住
宅
ス
ト
ッ

ク
総
合
活
用
計
画
に
基
づ
き
、

年
次
的
に
町
営
住
宅
の
改
修
を

行
っ
て
お
り
、
平
成
２５
年
度
に

公
営
住
宅
長
寿
命
化
計
画
を
策

定
し
、
既
存
住
宅
の
外
壁
改
修

や
衛
生
面
の
向
上
等
、
住
環
境

の
改
善
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

議
員

観
光
資
源
に
つ
い
て

嘉
徳
海
岸
の
砂
が
、
最
近
異

常
な
減
り
方
を
し
て
い
ま
す
。
原

因
の
ひ
と
つ
に
沖
で
海
砂
を
採

取
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
と
考

え
ま
す
。
海
砂
採
取
の
許
認
可
及

び
採
取
状
況
と
失
わ
れ
つ
つ
あ

る
砂
浜
を
ど
う
し
て
い
く
の
か

伺
い
ま
す
。

町
長

海
砂
採
取
の
許
認
可
に

つ
い
て
は
、
漁
協
の
同
意
を
得

て
、
町
の
意
見
書
を
付
し
て
、

各
海
砂
採
取
業
者
が
県
の
方
へ

申
請
を
し
て
許
可
を
受
け
て
お

り
ま
す
。
本
町
で
の
海
砂
の
採

取
状
況
は
、
請
島
沖
１
箇
所
、

議
員

奄
振
事
業
に
つ
い
て

来
年
度
の
本
町
の
事
業
内
容

を
お
尋
ね
し
ま
す
。

町
長

奄
振
の
２５
年
度
事
業
内

容
に
つ
い
て
は
、
建
設
課
関
係

で
町
道
網
野
子
～
節
子
線
、
林

道
管
鈍
線
、
油
井
岳
線
、
港
湾

改
修
加
計
呂
麻
地
区
、
海
岸
高

嘉
徳
近
辺
で
は
、
青
久
沖
の
奄

美
市
住
用
地
区
の
範
囲
で
あ
り

ま
す
。

嘉
徳
海
岸
は
、
一
般
海
浜
地

で
県
管
轄
と
な
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
ど
の
よ
う
な
対
策
が
と

れ
る
の
か
、
瀬
戸
内
事
務
所
に

協
議
を
申
し
入
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

潮
対
策
と
し
て
与
路
海
岸
、
農

林
水
産
課
関
係
で
ヤ
ギ
被
害
防

除
対
策
委
託
料
、
阿
木
名
、
勝

浦
、
嘉
鉄
地
区
に
営
農
用
ハ
ウ

ス
、
サ
ン
ゴ
礁
保
全
事
業
委
託

料
、
観
光
課
関
係
で
加
計
呂
麻

島
展
示
・
体
験
交
流
館
整
備
事

業
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

議
員

一
次
産
業
に
つ
い
て

一
次
産
業
政
策
の
基
本
方
針

を
お
伺
い
し
ま
す
。

町
長

農
業
に
つ
い
て
は
、
重

点
品
目
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ

元井直志議員
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て
い
る
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
・
カ
ボ

チ
ャ
・
キ
ク
・
タ
ン
カ
ン
・
パ

ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
・
肉
用
牛

の
面
積
拡
大
と
生
産
額
増
大
に

努
め
ま
す
。
特
に
肉
用
牛
に
つ

い
て
は
、
本
町
の
山
林
資
源
を

有
効
活
用
し
た
大
規
模
な
放
牧

場
を
建
設
し
、
畜
産
農
家
の
経

営
コ
ス
ト
削
減
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
イ
ノ
シ
シ
侵
入
防
止

柵
を
被
害
の
多
い
集
落
か
ら
年

次
ご
と
に
整
備
し
て
参
り
ま
す
。

水
産
業
に
つ
い
て
は
、
持
続

可
能
な
強
い
漁
業
経
営
体
を
育

成
・
確
保
す
る
た
め
に
、
「
つ

く
り
育
て
る
漁
業
」
を
基
調
と

し
て
、
「
資
源
管
理
型
漁
業
」

の
推
進
を
図
る
と
と
も
に
、
水

産
物
の
需
要
拡
大
や
水
産
資
源

を
有
効
活
用
し
、
生
産
性
の
高

い
安
定
し
た
水
産
業
の
振
興
策

を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

特
用
林
産
物
対
策
と
し
て
、

シ
イ
タ
ケ
の
生
産
施
設
の
整
備

を
促
進
し
、
品
質
向
上
・
生
産

額
の
増
大
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

議
員

防
災
対
策
に
つ
い
て

災
害
時
の
避
難
場
所
の
確
保

と
広
報
施
設
整
備
・
非
常
用
電
源

施
設
設
置
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

町
長

本
町
指
定
の
避
難
場
所

は
、
各
地
区
の
集
会
所
等
６１
箇

所
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

広
報
施
設
整
備
に
つ
い
て
は
、

既
存
の
デ
ジ
タ
ル
防
災
行
政
無

線
設
備
や
エ
フ
エ
ム
せ
と
う
ち
、

携
帯
ユ
ー
ザ
ー
へ
の
緊
急
速
報

エ
リ
ア
メ
ー
ル
を
携
帯
電
話
各

社
が
運
用
し
て
お
り
ま
す
。

非
常
用
電
源
施
設
設
置
に
つ

い
て
は
、
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン
発
電

機
や
照
明
器
具
、
災
害
時
非
常

用
特
設
公
衆
電
話
機
な
ど
の
防

災
用
資
機
材
整
備
と
し
て
事
業

計
画
を
し
て
お
り
ま
す
。

議
員

教
育
行
政
に
つ
い
て

少
子
化
に
伴
う
学
校
規
模
見

直
し
に
対
す
る
本
町
教
育
委
員

会
の
方
針
に
つ
い
て
お
伺
い
し

ま
す
。

教
育
長

学
校
規
模
見
直
し
に

つ
い
て
は
、
加
計
呂
麻
地
区
中

学
校
を
３
ク
ラ
ス
編
成
で
き
る

よ
う
に
と
い
う
こ
と
で
、
統
合

を
推
進
し
て
参
り
ま
し
た
が
、

諸
鈍
校
区
の
同
意
が
得
ら
れ
な

か
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

町
議
会
の
否
決
を
受
け
、
断
念

し
た
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

議
員

介
護
保
険
事
業
に

つ
い
て

加
計
呂
麻
島
、
請
島
、
与
路
島

の
介
護
保
険
事
業
の
現
状
と
課

題
及
び
課
題
解
決
策
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

町
長

加
計
呂
麻
島
は
、「
加
計

呂
麻
園
」
、
「
家
族
の
家
か
け
ろ

ま
」
、
「
ほ
こ
ら
し
ゃ
」
及
び
加

今
後
は
、
児
童
・
生
徒
、
保

護
者
や
地
域
住
民
の
意
見
等
を

尊
重
し
検
討
し
て
い
か
な
け
れ

ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
加
計
呂
麻
留
学
制
度

等
を
更
に
推
進
し
、
児
童
生
徒

数
の
増
加
に
向
け
努
力
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

計
呂
麻
園
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
居
宅
介
護
支
援
、
デ

ィ
サ
ー
ビ
ス
、
訪
問
サ
ー
ビ
ス
、

施
設
入
所
及
び
予
防
支
援
等
を

行
っ
て
い
ま
す
。

請
島
、
与
路
島
は
介
護
サ
ー
ビ

ス
事
業
所
が
存
在
し
て
い
な
い

た
め
、「
加
計
呂
麻
園
」
に
お
い

て
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
、
訪
問
サ
ー

ビ
ス
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

課
題
及
び
解
決
策
に
つ
い
て
は
、

町
民
が
み
な
等
し
く
介
護
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
る

と
い
う
こ
と
が
理
想
で
す
が
、

請
島
、
与
路
島
に
介
護
サ
ー
ビ

ス
事
業
所
の
開
設
は
難
し
い
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
も

「
加
計
呂
麻
園
」
に
よ
る
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
継
続
し
、
充
実
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
員

請
島
、
与
路
島
は
、
同

一
町
内
で
あ
っ
て
も
、
本
島
側
と

格
差
が
生
じ
、
離
島
間
に
お
い
て

も
加
計
呂
麻
島
と
格
差
が
生
じ

て
い
る
。
こ
の
現
状
に
つ
い
て
町

長
は
ど
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る

か
。

町
長

格
差
が
あ
る
と
認
識
し

て
お
り
ま
す
。

議
員

古
仁
屋
か
ら
介
護
に
行

く
家
族
に
対
し
て
海
上
移
動
費

の
補
助
等
の
措
置
は
と
れ
な
い

か
。
航
空
会
社
に
は
介
護
帰
省
割

引
の
制
度
が
あ
る
。
本
町
は
独
自

の
割
引
制
度
等
を
検
討
す
べ
き

で
は
。

町
長

西
方
、
山
郷
、
東
方
、

加
計
呂
麻
島
、
請
島
、
与
路
島

向野 忍議員
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等
を
網
羅
し
た
形
で
主
管
課
と

協
議
し
た
い
。

議
員

施
設
入
所
の
判
定
等
に

お
い
て
、
離
島
の
離
島
で
あ
る
が

故
の
格
差
是
正
の
た
め
、
他
地
域

の
高
齢
者
よ
り
優
先
的
に
入
所

で
き
る
よ
う
な
措
置
は
と
れ
な

い
か
。

保
健
福
祉
課
長

入
所
判
定
委

員
会
で
は
介
護
度
の
大
き
さ
、

家
族
構
成
、
地
理
的
条
件
等
を

加
味
し
て
点
数
を
付
け
、
申
込

み
順
で
は
な
く
点
数
の
高
い
人

か
ら
入
所
し
て
も
ら
う
よ
う
に

し
て
い
る
。

議

員

加
計
呂
麻
島
展

示
・
体
験
交
流
館
整
備
事
業

つ
い
て

①
こ
れ
ま
で
の
経
緯
と
今
後

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

②
事
業
の
目
的
、
内
容
、
管

理
運
営
等
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

町
長

①
建
設
検
討
委
員
会
や

各
部
門
別
部
会
で
協
議
を
進
め

て
い
ま
す
。
平
成
２５
・
２６
年
度

に
建
物
本
体
の
整
備
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
ソ
フ
ト
面
に
つ
き

ま
し
て
も
、
平
成
２７
年
度
開
所

に
向
け
て
２６
年
度
に
は
旅
行
会

社
等
へ
の
Ｐ
Ｒ
活
動
の
出
来
る

よ
う
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。②

本
町
の
自
然
や
文
化
な
ど

の
情
報
発
信
の
場
、
戦
跡
等
に

見
る
平
和
教
育
の
場
、
地
元
住

民
と
ふ
れ
あ
う
こ
と
の
出
来
る

体
験
交
流
の
場
、
閑
散
期
や
荒

天
時
の
集
客
対
策
と
し
て
、
各

種
体
験
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
し
、

観
光
客
に
本
町
を
満
喫
し
て
頂

け
る
よ
う
な
施
設
に
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
開
所
か
ら
数

年
は
、
行
政
が
運
営
す
る
予
定

で
、
そ
の
後
は
指
定
管
理
者
制

度
の
導
入
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

議
員
（
指
摘
）

具
体
的
な
運

営
方
法
や
維
持
管
理
、
体
験
メ
ニ

ュ
ー
等
が
詰
め
ら
れ
て
い
な
い
。

議
会
や
町
民
が
よ
く
分
か
ら
な

い
ま
ま
約
３
億
の
大
き
な
事
業

が
進
む
の
は
お
か
し
い
。
事
業
目

的
達
成
の
た
め
に
も
行
政
は
町

民
に
納
得
の
い
く
説
明
責
任
を

果
た
す
べ
き
で
あ
る
。

議
員

災
害
に
強
い
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て

町
長
の
出
張
が
組
ま
れ
て
い

て
、
台
風
が
本
町
に
上
陸
す
る
と

分
か
っ
て
い
る
時
、
今
後
の
町
長

の
対
応
は
。

町
長

私
の
判
断
で
は
い
け
ま

せ
ん
の
で
、
今
後
と
も
総
務
課

と
協
議
し
て
進
め
た
い
。

議
員

公
共
施
設
の
整
備

に
つ
い
て

本
町
の
文
教
厚
生
関
係
施
設

は
、
今
後
多
く
の
財
源
を
必
要

と
す
る
施
設
整
備
が
数
多
く
あ

り
ま
す
が
、
今
後
の
方
向
性
を

伺
い
ま
す
。

町
長

２５
年
度
に
「
瀬
戸
内
町

長
期
振
興
計
画
後
期
計
画
」
や

「
都
市
再
生
整
備
計
画
」
を
策

定
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の

で
、
そ
の
中
で
検
討
し
ま
す
。

議
員

加
計
呂
麻
島
の
農

業
の
振
興
と
活
性
化
に
つ

い
て「

瀬
相
港
に
農
産
物
等
の
直

売
所
を
建
設
し
て
ほ
し
い
」
と
の

島
民
の
声
が
あ
る
が
、
町
長
の
見

解
を
伺
い
ま
す
。

町
長

地
域
経
済
活
性
化
の
為

に
も
、
何
時
で
も
地
域
の
特
産

品
が
購
入
で
き
る
環
境
づ
く
り

を
整
え
る
必
要
が
あ
る
と
認
識

し
て
お
り
ま
す
。
現
在
、
設
置

場
所
の
確
保
や
六
次
産
業
と

の
連
携
を
図
る
為
に
も
、
地
域

資
源
の
活
用
方
法
等
を
精
査

し
、
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

議
員

古
仁
屋
高
校
の
振

興
対
策
に
つ
い
て

平
成
２５

年
度
か
ら
の
新
た

な
対
策
を
伺
い
ま
す
。

町
長

①
各
種
検
定
試
験
等

受
験
助
成
事
業
と
し
て
受
験

料
の
２
分
の
１
の
助
成
。

②
「
古
仁
屋
高
校
ふ
る
さ
と

留
学
制
度
」
を
創
設
し
、
郡
内

在
住
者
を
対
象
と
し
て
、
月
３

万
円
の
２
人
分
を
計
上
。

③
古
仁
屋
高
校
Ｐ
Ｒ
用
Ｄ
Ｖ

Ｄ
を
作
成
し
、
各
郷
友
会
及
び

回
帰
フ
ェ
ア
ー
（
東
京
・
大
阪
）
、

移
住
交
流
イ
ベ
ン
ト
に
て
説
明

い
た
し
ま
す
。

④
古
仁
屋
高
校
教
員
に
よ
る

中
学
校
の
学
習
支
援
及
び
部
活

動
等
の
合
同
練
習
等
で
の
指
導
。

鎌田愛人議員



７月７日（日）  奄美シーカヤックマラソン大会     広報せとうち(１０)

議
員

桜
の
オ
ー
ナ
ー
制

度
に
つ
い
て

①
当
初
、
何
口
の
登
録
が
あ
り
、

現
在
、
何
本
育
っ
て
い
る
の
か
。

②
今
後
の
方
向
性
は
。

町
長

①
当
初
１
９
２
の
個
人

や
団
体
の
申
し
込
み
が
あ
り
、

４
１
４
本
を
植
栽
。
現
在
残
っ

議
員

太
陽
光
発
電
施
設

の
推
進
に
つ
い
て

本
町
で
も
町
営
住
宅
の
屋
上

ス
ペ
ー
ス
に
階
段
灯
の
電
源
と

し
て
設
置
は
検
討
で
き
な
い
で

し
ょ
う
か
。

町
長

既
存
の
町
営
住
宅
に
太

陽
光
発
電
設
備
を
設
置
す
る
た

て
い
る
の
は
、
１
９
９
本
。
一

部
を
除
い
て
ほ
と
ん
ど
育
っ
て

い
な
い
現
状
で
あ
り
ま
す
。

②
今
回
、
苗
木
で
は
な
く
３

年
物
を
３０
本
植
栽
し
ま
し
た
。

こ
の
桜
の
育
成
状
況
を
見
極

め
て
、
平
成
３０
年
に
は
「
桜
の

名
所
」
に
で
き
る
よ
う
に
し
た

い
。

め
に
は
、
建
物
の
構
造
耐
力
や

発
電
設
備
の
重
量
、
設
置
方

法
・
施
工
上
の
課
題
な
ど
に
つ

い
て
検
証
を
行
な
う
必
要
が
あ

り
ま
す
。

議
員

世
界
自
然
遺
産
候

補
の
暫
定
リ
ス
ト
に
つ
い

て
本
町
の
森
１
０
０
ヘ
ク
タ
ー

ル
を
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ト
ラ
ス
ト
協

会
が
購
入
し
た
と
報
道
さ
れ
て

お
り
ま
し
た
が
、
そ
の
内
容
を
伺

い
ま
す
。

町
長

ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ト
ラ
ス

ト
協
会
の
活
動
は
、
世
界
自
然

遺
産
登
録
を
目
指
す
奄
美
や
本

町
に
と
っ
て
も
一
定
の
理
解
を

示
せ
る
活
動
で
あ
り
、
奄
美
の

知
名
度
ア
ッ
プ
に
は
、
国
内
の

企
業
へ
の
発
信
力
は
大
き
い
と

考
え
ら
れ
ま
す
。
今
後
と
も
環

境
省
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
対

応
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

議
員

エ
フ
エ
ム
ラ
ジ
オ

難
聴
対
策
に
つ
い
て

４
月
で
エ
フ
エ
ム
ラ
ジ
オ
せ

と
う
ち
が
開
局
１
年
に
な
り
ま

す
が
、
難
聴
対
策
は
ど
う
で
し
ょ

う
か
。

町
長

集
落
の
地
形
的
条
件
や

建
物
の
立
地
条
件
な
ど
に
よ
り
、

対
策
が
遅
れ
て
い
る
の
が
現
状

で
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
消

防
防
災
係
と
も
連
携
し
、
難
聴

地
域
に
は
、
よ
り
受
信
感
度
の

高
い
防
災
ラ
ジ
オ
に
切
り
替
え

難
聴
地
域
の
解
消
に
努
め
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

議
員

「
見
守
り
隊
」
の
支

え
合
い
活
動
に
つ
い
て

本
町
の
「
見
守
り
隊
」
は
、
現

在
何
名
ぐ
ら
い
で
、
ど
の
よ
う
な

活
動
を
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
。

町
長

本
町
の
「
見
守
り
隊
」

に
つ
き
ま
し
て
は
、
民
生
委
員

５８
名
、
在
宅
福
祉
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
１
３
１
名
で
あ
り
ま
す
。

活
動
内
容
は
、
ひ
と
り
暮
ら

し
や
寝
た
き
り
の
お
年
寄
り
な

ど
援
護
を
必
要
と
す
る
人
々
に

対
し
て
声
か
け
や
安
否
確
認
な

ど
を
行
な
い
、
民
生
委
員
、
在

宅
福
祉
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
、
各
地

区
の
区
長
が
連
携
を
密
に
し
、

要
援
護
者
の
緊
急
時
や
福
祉
ニ

ー
ズ
の
要
望
な
ど
の
連
絡
が
必

要
な
場
合
に
、
役
場
保
健
福
祉

課
や
社
会
福
祉
協
議
会
へ
連
絡

す
る
な
ど
の
活
動
を
行
な
っ
て

お
り
ま
す
。

▼
奄
美
ら
し
い
青
空
に
、
夏
の

始
ま
り
を
感
じ
る
季
節
と
な
り

ま
し
た
。

そ
し
て
、
三
月
定
例
会
で
は
、

新
年
度
の
各
会
計
予
算
が
可
決

さ
れ
、
新
た
な
年
が
ス
タ
ー
ト

致
し
ま
し
た
。

▼
私
た
ち
議
会
は
、
今
年
度
を

重
要
な
節
目
の
年
と
位
置
づ

け
、「
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

調
査
特
別
委
員
会
」
及
び
「
世

界
自
然
遺
産
登
録
に
向
け
て
の

調
査
特
別
委
員
会
」
を
設
置
い

た
し
ま
し
た
。

奄
振
延
長
や
長
期
振
興
計
画

の
後
期
計
画
の
策
定
、
世
界
自

然
遺
産
登
録
等
の
重
要
課
題
に

対
し
、
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん

で
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

◆
季
節
の
変
わ
り
目
で
す
の

で
、
健
康
に
は
留
意
さ
れ
、
共

に
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
し
ょ

う
。
（
林
）

中村義隆議員



ひとり親家庭の生活の安定と福祉の向上を図るため、町内に住所を有し健康保険に加入してい

る方で、ひとり親家庭の親と児童、父母のない児童における通院、入院医療費の一部を助成しま

す。

◆ 助成対象者 

  １ ひとり親家庭の父又は母及び児童。 

  ２ 父母のない児童。 

※ 児童が１８歳に達した以後の最初の３月３１日まで該当。 

※ １８歳～２０歳未満のお子さんも、扶養されている場合は助成を受けら 

れることがあります。 

以下に当てはまる方は対象となりません。 

１ 生活保護法（昭和２５年法律第１４４号）による保護を受けている者。 

２ 児童福祉施設又は知的障害援護施設等の入所者で、医療費についてそれぞれの法の定め

るところにより支給されている者。 

３ 里親に委託されている者。 

４ 瀬戸内町重度心身障害者医療費助成条例による医療費助成を受けることができる者。 

◆ 助成条件 

  申請者若しくは同居している扶養義務者の所得が定められた所得制限額以下であること。 

◆ 手続き 

  助成を受けるためには、交付申請をする必要があります。 

  ひとり親家庭医療費助成金受給資格者証交付申請書に必要な書類を添えて町民課へ届け出

てください。 

・ 戸籍謄本（離婚日等のわかるもの） 

・ 住民票（世帯全員の） 

・ 保険証の写し（親・子） 

・ 所得課税証明（１月１日に本町に住所がない場合） 

※ 同居者がいる場合はその方の所得も判定の対象となります 

・ 申請者名義の通帳 

・ 印鑑 

・ その他の書類が必要の場合があります 

問い合わせ先 

瀬戸内町役場町民課児童母子係 

電話 ０９９７－７２－１１１１（内線１５３） 

                     ０９９７－７２－１０６０（直通） 

広報せとうち(１１)      ７月７日（日）  奄美シーカヤックマラソン大会

瀬戸内町の「ひとり親家庭医療費助成」制度について 



次代の社会を担う児童の健やかな成長のため、児童を養育している方に支給しています。 

1、支給対象 

中学校卒業まで（15歳の誕生日後の最初の3月31日まで）の児童を養育している方 

※所得制限があります。（扶養親族等2人の所得限度額698万円） 

2、支給額 

 ・3歳未満…一律15,000円 

 ・3歳以上小学校終了前…10,000円（第3子以降は15,000円） 

 ・中学生…一律10,000円 

※所得が所得制限限度額以上の場合は、特例給付として一律5,000円 

※「第 3 子以降」とは、高校卒業まで（18 歳の誕生日後の最初の 3 月 31 日まで）の養育

している児童のうち、3番目以降をいいます。 

3、支給時期 

毎年 6月、10月、2月それぞれの前月分までの手当を支給します。 

4、申請は？ 

 ◇初めてお子さんが生まれたとき ◇第 2 子以降の出生により養育するお子さんが増えた場

合など、手当の額が増額になるとき ◇他の市区町村に住所が変わったとき ◇公務員になっ

たとき、公務員でなくなったとき（公務員は、勤務先から支給されます） 

※その他の届け等もありますので、詳しくは下記へお問い合わせをお願いいたします。 

5、続けて手当を受けるには？ 

  6 月分以降の児童手当を受けるには現況届の提出が必要です。手当を受給されている方に6

月初めごろに送付いたしますので、期限内に提出をお願いいたします。提出がない場合には6

月以降の手当が受けられなくなりますので、ご注意ください。 

【お問い合わせ】町役場 町民課 児童母子係  0997-72-1060（直通） 

「サマージャンボ宝くじ」～町づくりに役立っています～
◎ 発売期間：平成２5年７月10日（水） 

～8月２日（金） 

 ◎ 抽 選 日：平成２5年８月13日（火）  

 この宝くじの収益金は、市町村の明るく住みよい 

まちづくりに使われます。

７月７日（日）  奄美シーカヤックマラソン大会     広報せとうち(１２) 

児童手当制度のご案内 

１等：３億円×２６本  （発売総額７８０億円・２６ユニットの場合）

前後賞各 １億円×５２本（発売総額７８０億円・２６ユニットの場合）

「２０００万サマー」も同時発売

１等 ２，０００万円×４５０本（発売総額２７０億円・９ユニットの場合）



役場町民課からお知らせいたします。皆さん、人権擁護委員制度をご存じですか。 

   ６月１日は、人権擁護委員法が施行された日です。 

 日本が戦後新しく生まれ変わったとき、何よりもまず国民の基本的人権の擁護と人権思想の普

及高揚が強く求められ、基本的人権の尊重を基調とした日本国憲法が制定されました。 

このような背景の下に、昭和２３年に、まず政令に基づいて人権擁護委員制度が設けられ、昭

和２４年６月１日に人権擁護委員法が施行されました。これにより国民の基本的人権を擁護し見

守るために民間人による人権擁護期間が誕生しました。これが我が国における人権擁護委員制度

の始まりです。 

 全国人権擁護委員連合会は、人権擁護委員法の施行日である６月１日を「人権擁護委員の日」

と定め、この日に、「全国一斉特設人権相談」を実施することとしていますが、鹿児島県人権擁

護委員連合会においても、県内の各市町村で特設人権相談所を開設いたします。 

 相談は無料で、秘密は固く守られます。お気軽に御相談ください。 

■全国一斉特設人権相談 

 平成２５年６月７日（金） 

 開設時間：午前１０時から午後３時まで 

 開設場所：瀬戸内町中央公民館 

 お問い合わせ先：鹿児島県地方法務局奄美支局 電話 ０９９７－５２－０３７６ 

■瀬戸内町の人権擁護委員 

  氏名 嘉原 篤己，元井 直志，高野 洋志 

※ 人権擁護委員は、各市町村から推薦され法務大臣から委嘱を受けた民間の人達です。 

  現在、鹿児島県内には、２６５名の人権擁護委員が配置されており、地域で様々な啓発活動

を行ったり、地方法務局又はその支局で人権相談を受けるなどの積極的な活動を行っていま

す。 

平成２５年４月１日から、瀬戸内町に居住及び住所を有する出生児の保護者に出産祝金を支給

することとなりました。ただし、出産のため一時的に住所を移動した場合や町税・国民健康保険

税・保育料を滞納している場合は支給することができません。詳しくは下記へご連絡ください 

【申請方法】 

  瀬戸内町出産祝金支給申請書を町民課の窓口においてありますので、出産した日から３０日

以内に町民課で手続きをしてください。 

【出産祝金の額】 

 ・第 1子 ３０，０００円 

 ・第 2子 ５０，０００円 

 ・第 3子以降 １００，０００円 

※ 祝金は、瀬戸内町商工会の商品券とする。 

問合せ先  

瀬戸内町役場町民課児童母子係 

電話 0997-72-1111 内線 153 

                         0997-72-1060（直通） 

広報せとうち(１３)      ７月７日（日）  奄美シーカヤックマラソン大会

「人権擁護委員制度」及び全国一斉「人権擁護委員の日」特設人権相談所について 

出産祝金の支給について（お知らせ）



乳幼児の疾病の早期発見と早期治療を促進し、乳幼児の健康の保持増進を図るため、乳幼児の

保険診療に係る医療費の一部を助成します。

◆ 受給資格 

乳幼児医療費制度の対象となるのは、次の条件のすべてを満たしている保護 

者です。 

 １ 瀬戸内町に住所を有する乳幼児、ただし、小学校就学前まで。 

  ※ ６歳到達後、最初の３月３１日まで、４月１日生まれの者は前日の３月３１日まで。 

 ２ 健康保険加入者。 

３ 生活保護・重度心身障害者・ひとり親家庭医療費助成金等、他の医療扶助を受けていない

方。 

４ 所得制限額を超えない方。 

◆ 受給資格の申請 

  対象乳幼児の保護者は受給資格者登録を受け、受給者証の交付を受けて下さい。手続に必要

なものは次のとおりです。 

・ 健康保険証（対象乳幼児全員、被保険者）コピーでも可 

・ 印鑑 

・ 通帳（受給資格者名義） 

・ 所得課税証明書 

※ １月～７月に転入された方は、前年度と当年度の世帯分の所得課税証明書を、８月～１

２月に転入された方は、当年度の世帯分の所得課税証明書が必要となります。 

◆ 助成金の申請 

 １ 各医療機関（各種病院・歯科・調剤薬局等）の窓口で、保険証・受給資格証を毎回提示し

て下さい。 

   県外の医療機関、町外の徳洲会病院での受診については、申請書に領収書を添付するか、

医療機関からの証明が必要となります。 

２ 助成金の申請は、診療月の翌月から起算して６ヶ月を過ぎたものは申請できません。 

問い合わせ先 

瀬戸内町役場町民課児童母子係 

電話 ０９９７－７２－１１１１（内線１５３） 

                        ０９９７－７２－１０６０（直通） 

７月７日（日）  奄美シーカヤックマラソン大会      広報せとうち(１４)

瀬戸内町の「乳幼児医療費助成」制度について 



場所  緑道場 

対象者 国民健康保険加入者の30歳以上男女 

金額  利用者負担1か月1000円 

内容  運動指導士による運動プログラム作成・指導 

    スポーツジム使い放題 

    毎週木曜日 健康空手（午後7時～  ）  

管理栄養士による栄養相談 

期間  7 月～12月 

お問い合わせ・申し込み先 

瀬戸内町役場 保健福祉課  

0997-72-1068（西田・林） 

緑ジム健康教室（肉体改造教室）参加者募集 

健康教室（スマイル教室）モデル地区募集 

場所  地区公民館 

対象者 国民健康保険加入者の30歳以上男女 

金額  無料 

内容  毎週 1回地区公民館にて、運動教室 

    実施。栄養の講話や体力測定も実施。 

期間  7 月～12月   

加計呂麻側 1集落 

本島側   1 集落

イメージ

広報せとうち(１５)      ７月７日（日）  奄美シーカヤックマラソン大会

先着30名



◎梅雨 ・台風 前の畑の維持管理について 

今年も梅雨・台風の時期が近づいております。 

畑や水路などの適正な維持管理に努めましょう。 

◎梅雨・台風前の畑の維持管理の仕方  

①畑の落水口への排水経路の確保。畑の隅を上げる等の管理。 

畑は落水口に向かって勾配があります。水の通り道を確保しましょう。 

※作付がない場合でも実施する。 

②畑周辺の水路の泥上げ。 

※地域全員で水路の泥上げを定期的に実施しましょう。 

③畦畔の確保。 

④法（のり）の管理。伐採及び木などの植栽。 

※除草剤の散布だけによる管理は好ましくない。 

（法崩れの要因） 

⑤耕作の仕方。畑の勾配に対して垂直に作付を行う。 

畑の勾配に対して平行に作付を行う場合は，①を実施する。 

⑥借りている畑でも上記の管理を実施する。人の畑ということで管理が不十分な畑が見受けられ

る。また，畑を貸している人(管理者)も，自分の畑が適正に管理されているか確認をしましょう。 

大切な財産を後世に残すために適正な維持管理を実施しよう！！ 

お問い合わせ先 瀬戸内町役場農林水産課農村整備係 

        TEL 0997-72-1174(直通) 

 瀬戸内町立図書館・郷土館では、平成25年度「起業支援型地域雇用創造事業」を活用し、「自

然や文化財の調査、資料整理、情報発信」の委託事業を実施致します。 

【委託事業】①「自然環境の保全と持続可能な利用策定事業」 

       ※山の動植物の調査・研究及び監視など 

      ②「海洋動物及び文化財調査整理事業」 

       ※海洋動物や文化財の調査、資料整理、情報発信など 

【実施期間】平成25年７月１日～平成26年 3月 31日（予定） 

【対  象】①起業後10年以内の民間企業及びＮＰＯ法人等 

      ②瀬戸内町内に本社を有する事業者 

      ③翌年度以降も雇用を継続できる見込みがある事業者 

      ④町税等に滞納がない者（同一世帯含む） 

※詳細は、瀬戸内町立図書館・郷土館０９９７－７２－３７９９（担当：鼎 ｶﾅｴ）まで、お問い

合わせください。 

７月７日（日）  奄美シーカヤックマラソン大会     広報せとうち(１６)

梅雨・台風前の畑の維持管理について 

起業支援型地域雇用創造事業の委託事業について



広報せとうち(１７)      ７月７日（日）  奄美シーカヤックマラソン大会

6月 2013年(平成25年) せとうち情報カレンダー 
日 月 火 水 木 金 土 

26 27 28 29 30 31 1 
でぃ～うも

ろう会 

(西阿室地

区) 

2 3 4 5 6 7 8 

☆きゅら島コ

ツコツ継続コ

ース

☆ぽっかぽ

かくらぶ 

◎元気な足

腰講座 

◎婦人科検

診 

◎元気な笑

顔教室 

(阿鉄地区) 

☆ぽっかぽか

くらぶ 

◎男の料理教

室 

☆ぽっかぽか

くらぶ 

◎元気な笑

顔教室 

(篠川) 

◎わくわく

キッズ（3歳

児以上） 

9 10 11 12 13 14 15 
☆きゅら島コ

ツコツ継続コ

ース

☆ぽっかぽ

かくらぶ 

◎元気な笑

顔教室 

◎元気な足

腰講座 

 ☆ぽっかぽ

かくらぶ 

◎3歳児健診 

◎元気な笑

顔教室 

(清水地区) 

☆ぽっかぽ

かくらぶ 

◎元気な笑

顔教室 

(節子地区) 

でぃ～うも

ろう会 

(諸鈍地区)

16 17 18 19 20 21 22 
 ☆きゅら島コ

ツコツ継続コ

ース 

☆ぽっかぽ

かくらぶ 

◎元気な笑

顔教室 

◎元気な足

腰講座 

◎元気な笑

顔教室 

(西古見地

区)

☆ぽっかぽ

かくらぶ 
◎男の料理教

室

◎わくわく

キッズ（3歳

児以下） 

でぃ～うも

ろう会 

(薩川地区)

23 24 
☆きゅら島コ

ツコツ継続コ

ース

25 
☆ぽっかぽ

かくらぶ 

◎元気な笑

顔教室 

◎元気な足

腰講座 

26 
◎元気な笑

顔教室 

(久慈地区)

27 
☆ぽっかぽ

かくらぶ 

◎4か月健診 

◎元気な笑

顔教室 

(手安地区)

28 
☆ぽっかぽ

かくらぶ 

29 

30 

○ ぽっかぽかくらぶ、、きゅら島コツコツ継続コース、4ヵ月児健診、3歳児健診、

わくわくキッズ（3歳児以下・3歳児以上）問合せは、保健福祉課 保健予防係

TEL0997-72-1068 （直通） 

 元気な笑顔教室、元気な足腰講座、男の料理教室の問合せは、保健福祉課 地域支援係

TEL 0997-72-1153 （直通） 



７月７日（日）  奄美シーカヤックマラソン大会         広報せとうち(１８)

「お誕生・ご結

婚・お悔やみ」

は 4月に届け

られた分のう

ち、希望者の

みを掲載して

います。 （敬

お
誕
生お

め
で
と
う

名

前

保
護
者

住
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福

穂
乃
果

ほ

の

か

貴
幸

古
仁
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久
原

日ひ

桜
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仁
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髙
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ち
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ん

友
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節
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ょ
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陽
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伊
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咲さ
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良ら
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弥
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古
仁
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祝

結
羽

ゆ

う

は

直
之

古
仁
屋

島
元

颯そ
う

真ま

哲
太

鹿
児
島
市

ご
結
婚

お
め
で
と
う

名

前

本

籍

義
裕

勝

浦

宮
腰

真
由
美

北
海
道

尚
平

蘇

刈

由
加
里

山
口
県

お
悔
や
み

申
し
上
げ
ま
す

氏

名

年
齢

本

籍

堀
江

學

５８

於

斉

屋
山

ミ
ナ

８３

古
仁
屋

福
島

善
衛

９１

西
阿
室

渡
島

義
三

９１

渡

連

徳
永

ウ
ツ
メ

１０４

阿
木
名

藤
原

キ
ミ
子

９０

芝

徳

一
俊

６８

諸

鈍

榮

シ
ヅ
コ

９８

嘉

鉄

宮

ウ
フ
ミ

８９

西
阿
室

香
典
返
し(

社
協
へ)

（
４
月
分
）

（
遺
族
）

（
故
人
）(

住
所) 

勝
島

洋
臣
ふ
じ
の

高

丘

堀
江

し
げ
み

學

高

丘

山
畑

哲
範

タ
ケ

篠

川

渡
島

幸
代

義
三

宮

前

一
般
寄
付
金
（
社
協
へ
）

（
氏
名
）

（
住
所
）

瀬
久
井
手
話
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
絆

瀬
久
井

総
合
計
金
１
１
０
，
０
０
０
円
也

皆
様
の
ご
寄
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

誕
生
月
の
手
続
き
（現
況
届
）に
つ
い
て
！

年
金
を
引
き
続
き
受
け
取
る
た
め
に
は
，
毎
月
誕
生
月
の
末

日
ま
で
に
，
「
年
金
受
給
権
者
現
況
届
（
現
況
届
）
」
を
事
務
セ

ン
タ
ー
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

現
況
届
は
，
年
金
を
引
き
続
き
受
け
る
た
め
の
権
利
が
あ
る

か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で
，
毎
年
誕
生
月
の
初

め
頃
に
送
付
さ
れ
ま
す
。
現
況
届
が
提
出
さ
れ
な
い
と
，
提
出

さ
れ
る
ま
で
の
間
，
年
金
の
支
払
い
が
一
時
止
ま
る
こ
と
に
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

氏
名
や
住
所
の
変
更
な
ど
に
よ
っ
て
，
誕
生
月
の
中
頃
に
な
っ

て
も
現
況
届
の
用
紙
が
届
か
な
い
と
き
は
，
奄
美
大
島
年
金

事
務
所
や
町
役
場
国
民
年
金
係
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
，
次
に
該
当
す
る
方
は
，
現
況
届
の
提
出
の
必
要
が

あ
り
ま
せ
ん
の
で
送
付
し
て
い
ま
せ
ん
。

○

年
金
証
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
支
払
い
決
定
年
月
日
か

ら
一
年
以
内
で
あ
る
と
き

○

年
金
全
額
が
支
給
停
止
に
な
っ
て
い
る
と
き

○

全
額
支
給
停
止
の
年
金
が
，
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

か
ら
一
年
以
内
の
と
き

○

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
確
認
で
き
る
方

６月２０日から学卒求人の受付が開始されます。

平成２６年３月高等学校卒業予定者の求人の受付が６月２０日から開始さ

れます。 

 優秀な人材を確保するには、早めの求人の提出が必要です。例年、地元で

の就職を希望していても、地元の求人がなく県外への就職を余儀なくされる

生徒もいます。いまこそ地元を支える若い人材が、ふるさとで活躍できるよ

う求人をご提出いただき、一人でも多くの若者に活躍の場を与えていただき

ますようお願いいたします。 

問い合わせ先 ハローワーク名瀬 ℡ 0997-52-4611 

年金キャラクター

「もくもく」

ね
ん
き
ん

コ
ー
ナ
ー



広報せとうち(１９)      ７月７日（日）  奄美シーカヤックマラソン大会

～

待

ち

遠

し

い

夏

！

～

４
月
２１
日
、
瀬
戸
内
町
観
光

協
会
主
催
に
よ
る
海
開
き
が
加

計
呂
麻
島
の
ス
リ
浜
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

加
計
呂
麻
島
で
の
海
開
き
は

今
回
が
初
め
て
で
、
安
全
祈
願

祭
後
に
、
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
・
ス

ノ
ー
ケ
ル
・
パ
ド
ル
ボ
ー
ド
・

バ
ナ
ナ
ボ
ー
ト
な
ど
の
マ
リ
ン

ス
ポ
ー
ツ
に
触
れ
て
い
た
。

そ
の
他
に
も
ビ
ー
チ
バ
レ
ー

大
会
な
ど
の
様
々
な
催
し
が
行

わ
れ
、
町
内
を
は
じ
め
町
外
の

人
々
を
合
わ
せ
て
約
５００
人
の

家
族
連
れ
で
会
場
は
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

～

毎

年

恒

例

の

～

５
月
５
日
の
子
ど
も
の
日
に
今

年
で
２６
回
目
に
な
る
与
路
舟
漕

ぎ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ

会
場
に
は
、
与
路
出
身
者
や
隣
島

の
請
島
・
加
計
呂
麻
島
の
住
民
や

観
光
客
な
ど
、
大
勢
の
人
が
集
ま

り
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

レ
ー
ス
は
地
区
別
対
抗
や
職
域

な
ど
７
種
目
で
争
わ
れ
、
３０
チ
ー

ム
が
出
場
し
た
。

ま
た
、
参
加
者
た
ち
は
舟
漕
ぎ

通
じ
て
交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

～

今

年

で

２

８

回

目

～

４
月
１４
日
、
第
２８
回
コ
ー
ラ
ル

ク
リ
ー
ン
作
戦
（
町
観
光
協
会
主

催
）
が
行
政
や
各
種
団
体
か
ら
約

２５０
人
が
参
加
し
行
わ
れ
ま
し
た
。

古
仁
屋
市
街
地
や
港
周
辺
の
他

加
計
呂
麻
島
の
生
間
・
瀬
相
・
伊

子
茂
の
港
な
ど
で
も
清
掃
作
業
が

さ
れ
た
。

ま
た
、
海
中
の
作
業
で
は
、
地

元
ダ
イ
バ
ー
の
方
や
海
上
保
安
署

の
海
猿
の
方
も
潜
り
、
投
棄
さ
れ

た
自
転
車
や
タ
イ
ヤ
、
空
き
缶
な

ど
を
拾
い
上
げ
て
い
た
。

今
回
も
２
ト
ン
ト
ラ
ッ
ク
２
台

分
の
ゴ
ミ
が
回
収
さ
れ
、
地
域
美

化
に
貢
献
し
ま
し
た
。

～

悪

天

候

の

中

～

第
７
回
松
澤
Ｇ
Ａ
Ｎ
カ
ッ
プ

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
観
光
大
使
で
も

あ
り
ま
す
、
元
鹿
児
島
実
業
監

督
の
松
澤
氏
か
ら
い
た
だ
い
た

大
会
で
、
昨
年
度
は
豪
雨
災
害

の
影
響
も
あ
り
中
止
に
な
り
ま

し
た
が
、
今
年
は
み
ん
な
の
協

力
が
あ
り
開
催
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

大
会
は
、
８
チ
ー
ム
参
加
の

も
と
行
わ
れ
、
瀬
戸
内
Ｓ
Ｓ
Ｓ

チ
ー
ム
は
２
チ
ー
ム
エ
ン
ト
リ

ー
し
ま
し
た
が
、
あ
と
一
歩
及

ば
ず
優
勝
を
逃
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。

～
川
が
好
き
川
に
う
つ
っ
た
空
も
好
き
～

平
成
２５
年
５
月
２１
日
か
ら

６
月
２０
日
ま
で
の
１
ヵ
月
を

河
川
愛
護
月
間
と
定
め
平
成

２５
年
度
鹿
児
島
県
河
川
愛
護

運
動
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。こ

の
運
動
は
、
河
川
を
大
切

に
し
、
き
れ
い
に
す
る
気
運
を

高
め
る
と
と
も
に
、
自
主
的
な

河
川
愛
護
作
業
等
の
実
施
に
よ

っ
て
河
川
に
対
す
る
理
解
と
協

力
を
得
な
が
ら
良
好
な
河
川
環

境
の
保
全
・
創
出
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
。

身
近
な
河
川
に
つ
い
て
認
識

を
深
め
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
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開
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澤
Ｇ
Ａ
Ｎ
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会



７月７日（日）  奄美シーカヤックマラソン大会         広報せとうち(２０)

～
中
学
女
子
四
種
競
技
～

５
月
３
日
、
第
４
回
鹿
児

島
県
記
録
会
が
鹿
児
島
市
の

陸
上
競
技
場
で
あ
っ
た
。

中
学
四
種
競
技
に
阿
木
名

中
３
年
の
田
中
彩
乃
さ
ん
が

初
出
場
な
が
ら
２
位
入
賞
を

果
た
し
た
。

大
会
前
に
、
腰
を
痛
め
万

全
の
状
態
で
は
な
か
っ
た
が

２
位
に
入
賞
し
て
「
自
分
で

も
驚
い
て
い
る
」
と
笑
顔
を

見
せ
た
。

今
後
の
目
標
は
、
６
月
に

あ
る
郡
大
会
で
優
勝
し
、
さ

ら
に
上
の
大
会
に
出
場
し
た

い
と
い
う
目
標
を
持
っ
て
お

り
こ
れ
か
ら
の
活
躍
に
目
が

離
せ
な
い
。

～
全
国
大
会
ま
で
も
う
一
歩
～

５
月
２
日
、
第
２３
回
わ
ん

ぱ
く
相
撲
奄
美
大
島
場
所
Ｉ

Ｎ
喜
界
が
喜
界
町
体
育
館
相

撲
場
で
開
催
さ
れ
た
。

古
仁
屋
相
撲
ク
ラ
ブ
か
ら

高
学
年
団
体
と
個
人
戦
に
出

場
し
、
団
体
戦
の
部
で
準
優

勝
、
全
国
大
会
へ
の
出
場
権

の
懸
っ
た
個
人
戦
（
６
年
生
）

で
は
、
勇
晴
己
君
が
惜
し
く

も
決
勝
で
敗
れ
団
体
戦
に
続

き
準
優
勝
と
な
り
ま
し
た
。

奄
美
の
日
本
復
帰
６０
周

年
記
念
大
会
で
喜
界
島
初
開

催
と
な
り
大
い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

水のトラブルすぐに解決！
瀬 戸 内 町 指 定 水 道 工 事 店

◆給・排水設備施工、維持管理 ◆浄化槽工事(水洗トイレ) 

◆排水管内視鏡カメラ調査、高圧洗浄 ◆貯水槽清掃

◆引っ越し清掃 ◆ハウスクリーニング ◆エアコン洗浄

㈲ 瀬 戸 内 ビ ル シ ス テ ム

瀬久井  ０８０－１５４０－３６１４   
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快適な衛生環境をサポート
●し尿汲取り・浄化槽清掃管理

●トイレ・風呂・台所・洗面のツマリ等

家庭ゴミ・事業所ゴミ・各粗大ゴミ
収集運搬

( 有 ) 瀬 戸 内 清 掃
代表取締役 牧 学

１袋からタンス・ベッドその他まで

お 気 軽 に お 電 話 下 さ い

県

陸

上

記

録

会

法律相談会（無料）のご案内

司法書士による法律相談会を開催いたします。

【相談日時及び場所】

６月２０日(木) 午前１０時～午後１時 中央公民館

 ※本相談会での直接受託は原則行いません。

  正式な依頼に至った段階で、費用が発生します。

【問合せ先】瀬戸内町商工会青年部 

℡ ０９９７－７２－０１４７（担当：伊地知）


